
留学生たちの活動状況

み らチャレ通信
ほっかいどう未来チャレンジ基金の最新情報をお届け!
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北海道に貢献する意欲のある若者の海外挑戦を、官民一体で応援する「ほっかいどう未来チャレンジ基金」の旬な
情報をお届けします!６月末時点で、第２期生は４名が帰国し、５名が海外留学中です!

学生留学コース

今年度海外に挑戦する第３期生7名を決定しました!

今年度新たに海外挑戦する第３期生について、厳正な審査の結果、次の7名に決定しました。これからそれぞれのテーマで
海外へチャレンジする若者たちへの応援をよろしくお願いします!

石垣 のぞみ
○ﾃｰﾏ 本道農業の魅力を発信するため､

環境立国ドイツで有機農業を学ぶ
○留学先 ドイツ
○留学期間 2019年10月～ 11か月間
○留学目的 有機農家の元で持続可能

な農業のあり方とｸﾞﾘｰﾝﾂｰﾘｽﾞﾑについ
て学ぶ

【学生留学コース】

立花 洋太朗
○ﾃｰﾏ ものづくり産業の人材育成のため､

ICTを活用したものづくり教育を学ぶ
○留学先 ノルウェー
○留学期間 2019年8月～ ６か月間
○留学目的 ものづくり職業教育を取り

入れている学校を視察し、職業観の育
成についての日本との違いを学ぶ

【スポーツコース】 【文化芸術コース】 【未来の匠コース】

第2期生 伊藤 昴 さん ～スポーツビジネスを学び、北海道のテニス界の国際化に貢献～

テニスの国際大会が開催されるアメリカ、オーストラリア、オランダの３か国に、10月から10か月間留学中

オランダでは、テニスは２番目に競技人口の多いスポーツで、子供から大人まで３万人以上がチームに所属しており、１年

を通じて団体戦を行っています。テニス初心者の子供を対象にした大会の企画を任され、対戦の組合せやコートの進行などに

取組み、親が子供や試合のサポートを行うオーストラリアで学んだシステムをここでも活かし、スムーズに運営できました。

第2期生 立岩 丈武 さん ～大規模農業の手法を学び、北海道農業の持続を目指す～

大規模農業が進んだオーストラリアタスマニア州に、９月から10か月間留学中

授業でオーストラリア農業が抱える水不足の問題について取り扱いました。乾燥による水不足が深刻であり、それを補

うため塩分が高い大量の地下水を使い、土壌中の塩分濃度が上昇する塩害が問題になっています。日本は相当量の小麦を

オーストラリアから輸入していますが、塩害が進むと小麦を輸入できなくなり、その対策も考える必要がありそうです。

第2期生 林 泰佑 さん ～木造建築技術を学び、海外との架け橋となる建築家を目指す～

森林環境が北海道と似たフィンランドで、９月から１年間、アアルト大学のウッドプログラムを受講

材料の到着遅れにより5月中の完成には至らず7月初旬のオープニングセレモニーに向け作業を続けています。

屋根のモックアップ（実物大模型）作成を担当し、部材の切出しから組立までの作業を他の担当と協力して行い

ました。デザインして図面を書くだけではなく、それをどう実現させるかまで考える経験は、確実に今後の設計

作業に生きてくると感じています。建築は、様々な人が関わって成り立っていることを改めて実感しています。

有働 篤人
○ﾃｰﾏ 札幌を世界のﾃﾞｼﾞﾀﾙ観光都市にす

るため、ｿﾌﾄｳｪｱ開発を学ぶ
○留学先 フィンランド
○留学期間 2019年９月～ ９か月間
○留学目的 北海道経済を支えるような

新たなｹﾞｰﾑｺﾝﾃﾝﾂ産業を創出するため、
先進的なゲーム制作を学ぶ

海辺 菜々美
○ﾃｰﾏ 北海道の地域資源を活かした観光

振興のため、ｱﾄﾞﾍﾞﾝﾁｬｰﾂｰﾘｽﾞﾑを学ぶ
○留学先 アメリカ
○留学期間 2019年９月～ ６か月間
○留学目的 需要側ニーズと供給側の意

識のｷﾞｬｯﾌﾟに注視しながら、ｱﾄﾞﾍﾞﾝﾁｬｰ
ﾂｰﾘｽﾞﾑの調査・研究を行う

向井原 洋平
○ﾃｰﾏ 最新のｽﾎﾟｰﾂ医

学の知識、最先端の
治療・ﾘﾊﾋﾞﾘ技術を
学ぶ

○留学先 アメリカ
○留学期間 2019年

7月～ 12か月間
○留学目的 ｱｽﾚﾃｨｯｸﾄﾚｰﾅｰとして科学的

研究に基づいた知識を深め、プロ・学
生ｱｽﾘｰﾄへの実務経験を積み、北海道の
ｽﾎﾟｰﾂ界に知識と技術を還元する

清水 柚衣
○ﾃｰﾏ ﾘｽﾄ音楽院ﾉﾝ

ﾃﾞｨｸﾞﾘｰﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑへの
参加

○留学先 ハンガリー
○留学期間 2019年

9月～ 10か月間

○留学目的 演奏活動を通して音楽に溢
れた北海道を創り、後進の育成や北海
道の音楽環境・レベル向上のため、世
界的に有名なﾋﾟｱﾆｽﾄのﾚｯｽﾝを受講する

鹿野 皓己
○ﾃｰﾏ 北海道ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ

のワインを確立する
ため、ドイツで醸造
技術を学ぶ

○留学先 ドイツ
○留学期間 2019年

9月～ 6か月間
○留学目的 道産ﾜｲﾝを世界に流通するﾌﾞ

ﾗﾝﾄﾞとして確立させ、北海道をワイン
の銘醸地にすることを目指し、ドイツ
でワイン醸造の最先端技術を学ぶ
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みらチャレ

助成対象者のチャレンジ
風景をお届けします。

有末 真哉 石川 諭史 遠藤 光二 小黒 敬三 佐藤 友昭（税理士法人FULL SUPPORT 代表社員税理士） 鈴木 伸明 武田 孝（拓殖工業(株)代表取締役会⾧）

船津 秀樹 その他匿名希望の個人・企業５者

スポーツコース

第２期生 鴻野 祐 さん ～「木」を深く学び、デザイナーとしてまちづくりに貢献～

森林環境が北海道と似たフィンランドで、７月から１年間、現地リサーチとアアルト大学のウッドプログラムを受講

ウッドプログラムでは駅待合室の実物の製作、建設が始まり、複雑な構造で精度も求められるので、
ミスやケガに気を付け、製作を始めました。材料の加工では、日本から持参したノコギリで加工する
など、日本での家具デザインの経験が活かせました。最後まで悔いの無いよう、素晴らしい経験や知
識を持ち帰れるように精進していきます。

文化芸術コース

第2期生 梅村 拓未さん
～バルシューレを学び、子どもの運動課題を解決～

バルシューレの創設元ドイツ・ハイデルベルク大学で、７月
から11か月間研修中

サッカーを主にしたサッカー・バルシューレ(小学1・2
年生対象)では、ドリブルでボールを運んで4つあるゴール
のどれかにシュートするというメニューを行いました。ゴー
ルには違う色のコーンが立てられ、指導者が4色のうちどれ
かを指定し、その色のゴールにシュートします。このルール
によって、認知、判断、決断、実行力が
養われています。こうした能力は、子供
たちのボールを扱う技術や戦術などと同
様に重要なものです。帰国後、その知見
を活かしていきたいと思います。

第2期生 田中 怜恵子さん
～本場でラグビーを学び、道内女子ラグビーの発展に貢献～

ラグビーの本場ニュージーランドで、３月から６か月間、指導
者と選手双方の立場からラグビープログラムに参加

トレーニングのプログラミングについて学んでいます。
選手は練習前に準備運動を済ませることで、自主性と積極
性を養っています。練習の開始時にその日の練習のキーポ
イントを指導者と選手間で確認し、理解した上で練習を進
めていきます。各練習を速いテンポでこなし、ポイントを
確認し合う際は、必ず集合してフィード
バックを行います。都度キーポイントを
確認することで、選手が自身の成⾧に気
づき、更に上を目指せる練習環境を作る
ことができると感じました。

スポーツコース

第2期生 星野 愛花里さん ～種子生産やその輸出入を学び、北海道農業との連携を目指す～

種子ビジネスの発展が期待されるキルギスに、12月から１年間留学中

農作業が本格的に始まり、畑にジャガイモや大麦等の種子をまく作業を行いました。機器等がそろってい
ないので、手作業が多く、北海道並みの広大な畑での⾧時間作業は体に負担がかかりました。キルギスでも
経済発展とともにインフレが進み、農業よりも出稼ぎで生活を成り立たせているのが現状で、人手不足の問題
が出ています。

日糧製パン(株)様のご協力により、主力商品「ラブラブサンド」シリーズ全品及び富良
野オムカレーコラボ商品の販売１個につき0.5円を、「ほっかいどう未来チャレンジ」

基金に寄附していただきます。
【対象期間:2019年7月1日～8月31日】※本取組は2020年1月～2月にも実施を予定しています。

「ラブラブサンド＆富良野オムカレーコラボ商品」でみらチャレを応援!


